
非正規雇用労働者の待遇改善に向けた、労使協議のいわば「土台」となる「ガイドライン見直
し」に向けた本格的な議論が始まった。近年の最高裁判決などを踏まえたガイドラインへの新たな
追加、あるいは現行ガイドラインからの記載見直しはあるのか。本特集では、8月8日に開催され
た労政審「同一労働同一賃金部会」における「ガイドライン見直し」の論点案についてのポイント
を誌上公開する。 

（本誌　伊藤秀範）

同一労働同一賃金
「ガイドライン
見直し」の論点整理
非正規雇用労働者の待遇改善へ向けて公労使、
議論加速へ
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有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

示
さ
れ
た
見
直
し
の
論
点

現
在
、
厚
労
省
の
労
政
審
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
部
会
」
で
は
「
施
行
５
年

後
見
直
し
」
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
２
０
２
５
年
８
月
８
日

に
開
催
さ
れ
た
同
部
会
で
は
、「
同
一

労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
見

直
し
に
関
す
る
論
点
案
に
つ
い
て
の
意

見
が
、
公
労
使
の
各
委
員
か
ら
述
べ
ら

れ
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
、
辞
書
を
引
く

と
「
特
定
の
行
動
や
活
動
を
行
う
際
の

シ
ョ
ン
の
中
で
使
わ
れ
る
点
か
ら
も
凄

く
重
要
で
あ
り
、
最
高
裁
判
決
で
性

質
・
目
的
が
示
さ
れ
た
待
遇
に
つ
い
て

は
是
非
と
も
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
」

な
ど
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
反
映
に
肯

定
的
な
意
見
が
相
次
い
だ
。

一
方
で
、
労
働
者
代
表
委
員
か
ら
は

「
司
法
の
場
で
は
基
本
給
や
一
時
金（
賞

与
）
と
い
っ
た
複
合
的
な
性
質
・
目
的

が
あ
る
待
遇
に
つ
い
て
は
、
不
合
理
性

が
認
め
ら
れ
に
く
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
。
最
高
裁
の
判
断
を
そ
の
ま
ま
記

載
す
べ
き
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に

関
し
て
は
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

「
家
族
手
当
」の
追
記
に
は

「
状
況
説
明
も
」の
声

現
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
の
な

い
待
遇
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の「
追
記
」

に
関
し
て
は
、
特
に
「
家
族
手
当
」
の

扱
い
に
関
し
て
、
現
在
、「
年
収
の
壁
」

問
題
へ
の
対
策
と
し
て
国
は
企
業
に

「
配
偶
者
手
当
」
の
見
直
し
を
促
し
て

い
る
現
状
も
あ
り
、
委
員
か
ら
は
「
追

記
」
の
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
状
況
も

踏
ま
え
た
「
書
き
ぶ
り
」
へ
の
注
文
が

基
準
や
手
引
き
を
示
す
指
針
」と
あ
る
。

行
動
や
活
動
の
「
基
準
」
や
「
手
引
き
」

で
あ
る
以
上
、
労
使
協
議
の
現
場
に
お

け
る「
使
い
や
す
さ
」が
重
要
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
「
施
行
５
年

後
見
直
し
」
議
論
で
は
、
そ
う
し
た
現

場
の
労
使
協
議
で
の
「
使
い
や
す
さ
」

の
再
点
検
と
併
せ
て
、
こ
の
５
年
間
で

積
み
上
が
っ
た
同
一
労
働
同
一
賃
金
に

関
す
る
事
件
、
い
わ
ば
正
社
員
と
非
正

規
雇
用
労
働
者
の
間
の
待
遇
差
が
争
わ

れ
た
最
高
裁
判
決
な
ど
の
司
法
判
断

を
、
ど
の
よ
う
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直

し
に
反
映
し
て
い
く
か
。
こ
こ
が
、
同

部
会
の
議
論
に
お
け
る
大
き
な
論
点
と

な
る
。

６
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
同
部
会
の

有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
早
稲
田
大

学
法
学
部
の
水
町
勇
一
郎
教
授
か
ら

「
少
な
く
と
も
改
正
後
は
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
い
て
、
客
観
的
、
具
体
的
な

実
態
に
基
づ
き
、
当
該
待
遇
の
性
質
・

目
的
に
照
ら
し
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る

事
情
を
考
慮
し
て
不
合
理
性
を
判
断
す

る
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
賞
与
・
退
職

金
に
つ
い
て
は
、
旧
労
働
契
約
法 
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条
の
裁
判
例
、
判
例
の
解
釈
で
は
、
当

該
待
遇
の
性
質
・
目
的
に
直
接
リ
ン
ク

し
て
お
ら
ず
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
考
慮

す
る
と
言
っ
て
い
な
い
よ
う
な
事
情
も

相
次
い
だ
。

使
用
者
代
表
委
員
か
ら
は
「
配
偶
者

手
当
は
女
性
有
期
雇
用
労
働
者
の
就
業

調
整
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
仮
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
す
る

場
合
に
は
、
不
合
理
、
不
合
理
で
は
な

い
と
い
う
双
方
の
判
断
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
判
事
を
踏
ま
え
て
記
載
し
、
周

知
に
あ
た
っ
て
は
配
偶
者
手
当
の
問
題

点
を
併
せ
て
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
」、
さ
ら
に
公
益
代
表
委
員
か
ら
も

「
家
族
手
当
に
つ
い
て
、
社
会
が
過
渡

期
だ
か
ら
と
い
っ
て
記
載
を
見
送
る
の

で
は
な
く
、
状
況
を
説
明
し
な
が
ら
記

載
し
た
方
が
好
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
」
と
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
記
載
を

前
提
に
、
そ
の
判
決
の
結
果
だ
け
で
は

な
く
、
判
断
に
至
る
ま
で
の
「
状
況
」、

「
問
題
点
」
な
ど
も
併
せ
て
記
載
す
る

べ
き
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
病
気
休
職
」に
は「
有
給・

無
給
の
差
も
」の
意
見

ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
さ
れ

て
い
る
待
遇
で
、
そ
の
後
の
裁
判
例
、

判
例
等
実
務
の
動
き
の
中
で
明
確
に
し

た
ほ
う
が
よ
い
も
の
と
し
て
は
、「
病

気
休
職
（
病
気
休
暇
）」
に
つ
い
て
、

「ガイドライン見直し」議論で
委員の意見が集中した
「論点」とは?
非正規雇用労働者の「待遇改善」加速へ向けた
見直しへ

考
慮
し
て
、
非
常
に
曖
昧
な
抽
象
的
な

判
断
の
中
で
ゼ
ロ
で
も
い
い
と
の
判
断

が
出
て
い
る
」
な
ど
の
実
態
に
関
す
る

報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
え
で
、
水
町
教
授
は
今
後
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
に
向
け
た
議

論
と
し
て
「
当
時
の
経
緯
の
中
で
落
ち

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
退
職
手
当
、
住
宅
手
当
、
家
族
手
当

や
、
無
事
故
手
当
、
勤
続
褒
賞
、
寒
冷

地
手
当
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
に
入
れ

る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
。
さ
ら
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載

さ
れ
て
い
る
基
本
給
、
賞
与
、
地
域
手

当
、
病
気
休
職
（
有
給
保
障
）、
法
定

外
休
暇（
有
給
保
障
）な
ど
に
つ
い
て
、

誤
解
を
生
ん
だ
り
、そ
の
後
の
裁
判
例
、

判
例
等
実
務
の
動
き
の
中
で
明
確
に
し

た
ほ
う
が
よ
い
も
の
も
あ
る
」
と
の
意

見
を
述
べ
た
経
緯
が
あ
る
。

議
論
の
対
象
と
な
っ
た

「
５
つ
の
論
点
」

今
回
の
部
会
で
は
、
そ
う
し
た
有
識

者
や
労
使
関
係
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ま
で
の
同
一
労
働

同
一
賃
金
部
会
に
お
け
る
各
委
員
か
ら

の
意
見
、
そ
の
後
の
裁
判
例
を
踏
ま
え

て
、
大
き
く
５
つ
の
論
点
に
つ
い
て
議

論
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
５
つ
の
論
点
は
12
頁
、
お
よ
び

14
～
15
頁
の
カ
コ
ミ
欄
に
も
あ
る
よ
う

に
、「
１　
裁
判
例
を
踏
ま
え
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
」、「
２　
通
常
の

労
働
者
の
待
遇
引
下
げ
に
よ
る
待
遇
の

相
違
の
解
消
」、「
３　
『
そ
の
他
の
事

情
』
の
明
確
化
」、「
４　
多
様
な
正
社

員
及
び
無
期
雇
用
フ
ル
タ
イ
ム
労
働

者
」、
そ
し
て
「
５　
そ
の
他
」。

ま
ず
は
「
１　
裁
判
例
を
踏
ま
え
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
」。
こ
の
論

点
に
関
し
て
は
さ
ら
に
⑴
最
高
裁
判
決

で
性
質
・
目
的
が
示
さ
れ
て
い
る
待
遇

に
つ
い
て
、
⑵
い
わ
ゆ
る
「
正
社
員
人

材
確
保
論
」
に
つ
い
て
、
⑶
下
級
審
判

決
に
つ
い
て

―
の
３
つ
の
論
点
に

分
け
ら
れ
た
。

最
高
裁
判
決
で
性
質
・
目
的
が
示
さ

れ
て
い
る
待
遇
に
つ
い
て
、
使
用
者
代

表
委
員
か
ら
は
「
基
本
的
に
は
い
ず
れ

も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
反
映
す
る
こ
と
が

適
切
」、
あ
る
い
は
「
小
規
模
事
業
者

は
法
務
面
で
の
人
材
も
い
な
い
、
専
門

家
に
す
ぐ
相
談
す
る
こ
と
も
難
し
い
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
読
む
こ
と
で
経

営
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
行
動
を
し
た

ら
い
い
の
か
が
予
見
で
き
る
も
の
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
人
手
不

足
の
中
で
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

「同一労働同一賃金ガイドライン」
（短時間・有期雇用労働者及び派遣労働者に対する

不合理な待遇の禁止等に関する指針）

第1 目的 
第2 基本的な考え方 
第3 短時間・有期雇用労働者 
1 基本給 
2 賞与 
3 手当 
4 福利厚生 
5 その他 
第4派遣労働者 
1 基本給 
2 賞与 
3 手当 
4 福利厚生 
5 その他 
第5 協定対象派遣労働者 
1 賃金 
2 福利厚生 
3 その他
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